
 

 

熱海市土石流災害に対する中部地方整備局の対応について 

【７月８日（木）16:00 時点】 

 

 

１．中部地方整備局の体制 

７月１日（木）   ５時５５分  注意体制 

７月２日（金）  １１時３０分  警戒体制 

７月３日（土）  １４時００分～ 非常体制 

 

２．現地支援の状況 

（１）TEC-FORCE 

７月８日（木）活動状況 全体３５名 

 

 ①リエゾン 

以下、３カ所に職員を派遣し、 

 静岡県 ７月３日（土）から３名派遣中 

 熱海市 ７月３日（土）から１名、７月４日（日）から２名 

     ７月６日（火）からは３名派遣中 

②総括班（１班） 

・７月３日（土）から４名派遣中 

・TEC-FORCE 各班の活動について、静岡県・熱海市と調整 

静岡県熱海土木事務所からの情報収集 

③ドローン調査班（１班） 

・７月３日（土）からドローンマイスターを中心に４名派遣中 

・７月４日（日）から全天候型ドローン等により現地調査を実施 

④建設機械班（１班） 

・７月３日（土）から１名派遣 

・７月７日（水）から２名派遣中 

・照明車等の災害対策車設置に関する現場調整を実施 

⑤情報通信班（１班） 

   ・７月６日（火）から１名派遣 

   ・７月７日（水）から２名派遣中 

   ・衛星通信車等の災害対策車設置に関する現場調整を実施 

⑥砂防調査班（２班） 

・７月３日（土）から８名派遣中 

・被災箇所の現地調査を実施 

 



 

⑦道路調査班(２班) 

・７月７日(水)から６名派遣中 

・土砂流出範囲の南北を２班に分けて、調査計画の立案を実施 

 

⑧港湾調査班（１班） 

 ・７月３日（土）から２名派遣中 

 ・港湾施設の損傷状況等を調査し、静岡県熱海土木事務所に報告 

・７月５日（月）から３名派遣中 

 海面の浮遊物を中心に調査を実施 

 

⑨災害対策車  

 ・照明車５台、排水ポンプ車３台、衛星通信車１台、待機支援車１台 

   Car-SAT１台 

・７月３日（土）から現地に派遣 

 ・７月４日（日）１７時に土石流源頭部に照明車１台を設置 

 ・７月６日（火）１２時３０分に土石流源頭部に衛星通信車１台を設置 

    ・７月７日（水）Car-SAT（走行しながら映像配信ができる車体）１台を配置 

 

（２）その他 

○一般社団法人静岡県建設業協会との災害協定に基づく土砂撤去等の支援 

 ・７月３日（土）土砂撤去作業支援について体制構築 

○一般社団法人建設電気技術協会との災害協定に基づく現場監視の支援 

・７月４日（日）中部地方整備局保有の監視カメラ４台の設置を指示 

・７月６日（火）監視カメラ４台（逢初川源頭部、逢初川左岸 0.7k 付近、逢

初川右岸 0.9k 付近、135 号逢初橋）を設置・監視を開始し、

静岡県庁及び熱海市役所へ映像を配信。 

         静岡県庁へ４映像を配信 

（逢初川源頭部、逢初川左岸 0.7k 付近、逢初川右 

岸 0.9k 付近、135 号逢初橋） 

            熱海市役所へ 1映像を配信(４分割で４映像を配信) 

（逢初川源頭部、逢初川左岸 0.7k 付近、逢初川右 

岸 0.9k 付近、135 号逢初橋） 

 

３．その他 

○現地視察 

・７月８日（木） 赤羽国土交通大臣による現地視察 

   



中部地方整備局
TEC-FORCE 活動状況

砂防調査班による調査結果とりまとめ 応急対策班による現地調査

道路調査班による打合せ

長期化に備え監視カメラの電源状況調査

被災箇所の調査結果とりまとめ

熱海土木事務所にて打合せ

衛星通信車による映像配信の確認




